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連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 5 月 11 日の決算発表時に公表した平成 20 年 3 月期の

中間期連結業績予想および通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 
１. 平成 20年 3月期 中間期連結業績予想数値の修正(平成 19年 4月 1日～平成19年 9月 30日) 

  売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり

中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭
前回発表予想（A） 

9,800 1,800 1,700 900 27.36

今回修正予想（B） 10,200 2,000 600 700 21.13

増減額（B-A） 400 200 △1,100 △200 △6.23

増減率（％） 4.1% 11.1% △64.7% △22.2% △22.8%

(ご参考) 

前期実績(平成 18 年 9月期) 
8,583 1,466 948 248 7.57

 

２.平成 20 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正(平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭
前回発表予想（A） 

20,800 3,600 2,000 1,100 33.44

今回修正予想（B） 21,300 3,800 1,400 1,000 30.19

増減額（B-A） 500 200 △600 △100 △3.25

増減率（％） 2.4% 5.6% △30.0% △9.1% △9.7%

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 3月期) 
17,628 2,869 1,378 411 12.52

 

３.修正の理由 

連結業績予想に関しまして、第２四半期以降は外航海運業部門、ホテル業部門および不動産賃

貸業部門ともに安定的な収益を確保できる見込みですが、当初の予想為替レ－ト(１US$=115 円)

より円安傾向が続くことを想定し、予想為替レ－トを中間期では１US$=123円、通期では１US$=120

円として試算した結果、売上高および営業利益では前回発表予想を上回るものの、営業外損益に

おける特に外貨建債務の期末評価換えによる外貨換算差損が見込まれ、今回中間期連結業績予想

および通期連結業績予想を上記のとおり修正します。 

なお、個別業績予想に関しましては、当初予定どおり変更はございません。 

以 上 


